
資料 12-2 ② 

 未定稿 

 

 
 

 

 

 

 

町田市子ども・子育て支援事業計画策定の

ためのアンケート調査【小学生児童用】 
 

（イメージ） 

 

 

 

 
２０１３年１２月１８日 

 
町田市子ども生活部 

 

 
 

 

 



 

―    ― 
 

1

最初に、あて名のお子さんとご家族の状況についてうかがいます 

 

問１ お住まいの住所を町名で記入してください。（記入例：相原町、旭町１丁目） 

   （     ）  丁目  

 

問２ あて名のお子さんの生年月をご記入ください。 

平成   年   月 生まれ 

 

問３ あて名のお子さんの兄弟や姉妹は何人いらっしゃいますか。あて名のお子さんを含めた人数を

お答えください。（○は１つ） 

１ １人 ２ ２人 ３ ３人 ４ ４人以上 

 

問４ この調 査票にご回答いただく方はどなたですか。あて名のお子さんからみた関係でお答えくだ

さい。（○は１つ） 

１ 母 親 ２ 父 親 ３ その他（     ）

 

問５ この調査票にご回答いただいている方の配偶関係についてお答えください。（○は１つ） 

１ 配偶者がいる ２ 配偶者はいない 

 

問６ 近く（概ね 30 分以内で行き来できる範囲）に子育てを協力してくれる方はいますか。 

（○は１つ） 

１ いる → その方と ①同居している  ②同居していない 

２ いない 
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あて名のお子さんの保護者の就労状況等についてうかがいます 

 
問７ あて名のお子さんの保護者の就労状況等についてお答えください。 

 

（１）母親【父子家庭は記入不要】（○はいくつでも） 

１ フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労） 

２ フルタイムで、現在産休・育休・介護休暇中 

３ パートタイム・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労） 

４ パートタイム・アルバイト等で、現在産休・育休・介護休暇中 

５ 就業に必要な技術や資格を取得するため、学校に通っている 

６ 以前は就労していたが、現在は就労していない 

７ これまでに就労したことがない 

８ 今後、就労したい 

９ 疾病のため自宅にいる 

10 親族の介護のため自宅にいる 

 

①１週当たり平均就労日数  日 日曜日の勤務日数  日 
     

②一日当たり平均就労時間   時間   
       

③家を出る時間   時  帰宅時間   時 ※24 時間制で記入 
       

④通勤（通学）時間 片道  時間   分※自営や居宅内就労は「０分」

 

（→問９へ進む） 

 

（２）父親【母子家庭は記入不要】（○はいくつでも） 

１ フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労） 

２ フルタイムで、現在育休・介護休暇中 

３ パートタイム・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労） 

４ パートタイム・アルバイト等で、現在育休・介護休暇中 

５ 就業に必要な技術や資格を取得するため、学校に通っている 

６ 以前は就労していたが、現在は就労していない 

７ これまでに就労したことがない 

８ 今後、就労したい 

９ 疾病のため自宅にいる 

10 親族の介護のため自宅にいる 

 

①１週当たり平均就労日数  日 日曜日の勤務日数  日 
     

②一日当たり平均就労時間   時間   
       

③家を出る時間   時  帰宅時間   時 ※24 時間制で記入 
       

④通勤（通学）時間 片道  時間   分※自営や居宅内就労は「０分」

 

（→問９へ進む） 
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［問８は、問７の（１）または（２）で「３」「４」（パートタイム・アルバイト等で就労している）とお答えの方

におたずねします。該当しない方は問１０へお進みください。］ 

 

問８ フルタイムへの転換希望はありますか。 

（１）母親【父子家庭は記入不要】（○は１つ） 

１ フルタイム（週５日程度・１日８時間程度の就労）への転換希望があり、 

実現できる見込みがある 

２ フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない 

３ パート・アルバイト等（「フルタイム」以外）の就労を続けることを希望 

４ パート・アルバイト等をやめて子育てや家事に専念したい 
 

（２）父親【母子家庭は記入不要】（○は１つ） 

１ フルタイム（週５日程度・１日８時間程度の就労）への転換希望があり、 

実現できる見込みがある 

２ フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない 

３ パート・アルバイト等（「フルタイム」以外）の就労を続けることを希望 

４ パート・アルバイト等をやめて子育てや家事に専念したい 

 

 

［問９は、問７ の（１）または（２）で「６」～「10」とお答えの方におたずねします。該当しない方は問10 

へお進みください。］ 

 

問９ 就労希望はありますか。また、   内 に数字をご記入いただき、併せて「→」の質問 にもお答

えください。 

（１）母親【父子家庭は記入不要】（○は１つ） 

１ 子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない） 

２ すぐにでも、もしくは 1 年以内に就労したい 

３   年より先に就労したい 

 

①希望する就労形態に○ １ フルタイム（週５日程度、１日８時間程度就労）

 ２ パートトタイム・アルバイト等（「1」以外） 

 →週  日  １日当たり  時間 

 

（２）父親【母子家庭は記入不要】（○は１つ） 

１ 子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない） 

２ すぐにでも、もしくは 1 年以内に就労したい 

３   年より先に就労したい 

 

①希望する就労形態に○ １ フルタイム（週５日程度、１日８時間程度就労）

 ２ パートトタイム・アルバイト等（「1」以外） 

 →週  日  １日当たり  時間 
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☆学童保育クラブについて 

保護者が就労等により、昼間家庭にいない児童をあずかり、適切な遊びと生活の場

を提供する事業です。保護者が安心して就労でき、また児童が健やかに育つことを目

指しています。 

対象は町田市内に在住する小学校１年生から３年生です。ただし、障がいのある児

童の場合は、６年生までが対象です。 

開所日 
・月曜日から土曜日 ※日曜日、国民の祝日、年末年始はお休みです。 

保育時間 
・授業のある日は、下校時から午後 6 時まで 

・土曜日、学校休業日は午前 8 時 30 分から午後 6 時まで 

※朝や夕方に保育時間を延長した特別保育も実施しています。 

主な保育内容 

①生活指導 

 

 

児童が社会の一員として生活する上で必要な、基本的な生活習慣、

規律 、道 徳 、社 会性 及 び保 健衛 生 等の 知識 を 身に つけ る よう 指導

しています。  

②余暇指導 

 

 

児童 が自 主 的で 自由 な 活動 がで き る環 境を 整 え、 集団 生 活や 遊び

を通 じて 社 会性 及び 創 造性 を養 い 、心 身と も 発達 して い ける よう

指導しています。  

③おやつの提供  毎日 15 時ごろにおやつを提供しています。  

④行事の実施  入会式や新入生歓迎会、季節に応じた行事などを実施しています。

 

 

問 10 学童保育クラブを知っていますか。（○は１つ） 

１ 知っている ２ 知らない 

 

問 11 小学校低学年（１～３年生）のお子さんに学童保育クラブは必要だと思いますか。 

（○は３つまで） 

１ 保護者が安心して働くためには必要だと思う 

２ 児童の健全な育成のためには必要だと思う 

３ 保護者にとっては必要だと思うが、行くかどうかは子どもが決めるべきだと思う

４ お子さんをみてもらえる親族・知人がいれば、必要ないと思う 

５ 学童保育クラブではなく、放課後に誰でも利用できる居場所が必要だと思う 

６ その他（                             ） 

 

問 12 小学校高学年（４～６年生）のお子さんに学童保育クラブは必要だと思いますか。 

（○は３つまで） 

１ 保護者が安心して働くためには必要だと思う 

２ 児童の健全な育成のためには必要だと思う 

３ 保護者にとっては必要だと思うが、行くかどうかは子どもが決めるべきだと思う

４ お子さんをみてもらえる親族・知人がいれば、必要ないと思う 

５ 学童保育クラブではなく、放課後に誰でも利用できる居場所が必要だと思う 

６ その他（                               ）
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問 13 お子さんを学童保育クラブに預けるにあたって、大切なことは何だと思いますか。学童保育ク

ラブを利 用 したことがない方 は、「もし預 けるなら」という視 点 でお答 えください。（○は３つま

で） 

１ 保護者が留守の間、子どもが事故や犯罪に巻き込まれずに安全に過ごすこと 

２ 子どもが一人で不安にならずに安心して過ごすこと 

３ 大勢の友だちをつくって、遊べること 

４ けがや病気などにもすぐに対応できるよう、大人がしっかりと見守ること 

５ 信頼して預けることができる大人がいること 

６ 保護者の代わりに生活習慣や社会性が身につくように指導してもらうこと 

７ 子どもにとって、楽しく過ごせる場所であること 

８ おやつが食べられること 

９ その他（                               ）
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あて名のお子さんの放課後の過ごし方についてうかがいます 

 

問 14 あて名のお子さんは、現在の放課後（平日の授業終了後）の時間をどのような場所で過ごし

ていますか。その日 数 をご記 入 ください。また、「学 童 保 育 クラブ」の場 合 は、利 用 している

時間を 24 時間制で記入してください。（○はいくつでも） 

１ 自 宅                    週  日くらい 

２ 祖父母宅や友人・知人宅            週  日くらい 

３ 習い事（水泳、そろばん、学習塾など）     週  日くらい 

４ 子どもセンター・子どもクラブ         週  日くらい 

５ まちとも、地域子ども教室※          週  日くらい 
   

６ 学童保育クラブ                週  日くらい 
    

（        ）クラブ →下校時から   時まで 
    

７ ファミリー・サポート・センター        週  日くらい 

８ その他（図書館、公園など）          週  日くらい 

 

※「子どもセンター・子どもクラブ」、「まちとも・地域子ども教室」については19ページ

の参考資料をご覧ください。 

 

 

問 15 あて名のお子さんが、小学校高学年（４～６年生）になったら、放課後（平日の小学校終了

後）の時間をどのような場所で過ごさせたいですか。 その希望日数をご記入ください。また、

「学童保育クラブ」の場合は、利用する時間帯を 24 時間制で記入してください。 

（○はいくつでも） 

１ 自 宅                   週  日くらい 

２ 祖父母宅や友人・知人宅           週  日くらい 

３ 習い事（水泳、そろばん、学習塾など）    週  日くらい 

４ 子どもセンター・子どもクラブ※       週  日くらい 

５ まちとも、地域子ども教室          週  日くらい 
   

６ 学童保育クラブ               週  日くらい 
   

→下校時から   時まで 
   

  年生まで利用したい 
   

７ ファミリー・サポート・センター       週  日くらい 

８ その他（図書館、公園など）         週  日くらい 

※「子どもセンター・子どもクラブ」、「まちとも・地域子ども教室」については19ページ

の参考資料をご覧ください。 
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［問16は、問14または問15で「６ 学童保育クラブ」とお答えの方にうかがいます。］ 

 

問16 あて名のお子さんについて、土曜日に学童保育クラブを利用していますか。また、日曜日・祝

日や、夏休み・冬休みなどの長期休暇中に、学童保育クラブの利用希望はありますか。時間

帯は24時間制でご記入ください。 

（１）土曜日（○は１つ） 

１ 利用している                利用している時間帯 

  時から   時まで

 

２ 高学年（4～6 年生）になっても利用したい  利用したい時間帯 

  時から   時まで

 

  年生まで利用したい 

 

３ 利用していない 

 

 

（２）日曜日・祝日（○は１つ） 

１ 利用している                利用している時間帯 

  時から   時まで

 

２ 高学年（4～6 年生）になっても利用したい  利用したい時間帯 

  時から   時まで

 

  年生まで利用したい 

 

３ 利用していない 

 

 

（３）夏休み・冬休み（○は１つ） 

１ 利用している                利用している時間帯 

  時から   時まで

 

２ 高学年（4～6 年生）になっても利用したい  利用したい時間帯 

  時から   時まで

 

  年生まで利用したい 

 

３ 利用していない 
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［問 17～問 19 は、問 14 または問 15 で「６ 学童保育クラブ」を選択しなかった方にうかがいます。

該当しない方は問 20 へお進みください。］ 

 

問 17 学童保育クラブを利用していない理由を教えてください。（○はいくつでも） 

１ 必要がないから 

２ 利用したいが要件を満たせないから 

３ 利用料金が高いから 

４ ひとりで過ごせるようにしたいから 

５ 知らなかったから 

６ その他 

（              ） 

 

 

《問 17 で「１」とお答えの方にうかがいます》 

問 17-1 その理由は何ですか。（○はいくつでも） 

１ 保護者が家にいるから 

２ 面倒を見てくれる人がいるから 

３ 習い事に行かせるから 

４ 留守番できるから 

→ ①１人で留守番できる 

②兄弟や姉妹と留守番できる（兄弟・姉妹の年齢   歳） 

５ 近くに 1 人で過ごせる施設があるから 

６ その他（                             ） 

 

問 18 小学校高学年（４～６年生）になったときの学童保育クラブの利用を希望していない理由を

教えてください。（○はいくつでも） 

１ 必要がないから 

２ 利用料金が高いから 

３ ひとりで過ごせるようにしたいから 

４ その他 

（              ） 

 

 

《問 18 で「１」とお答えの方におたずねします》 

問 18-1 その理由は何ですか。（○はいくつでも） 

１ 保護者が家にいるから  

２ 面倒を見てくれる人がいるから  

３ 習い事に行かせるから 

４ 留守番できるから 

→ ①１人で留守番できる 

②兄弟や姉妹と留守番できる（兄弟・姉妹の年齢   歳） 

５ 近くに 1 人で過ごせる施設があるから 

６ その他（                             ） 

 

問 19 あて名のお子さんについて、夏休み・冬休みなどの長期休暇中に、学童保育クラブの利用

希望はありますか。時間帯は 24 時間制でご記入ください。（○はいくつでも） 

１ 現在、利用したい              利用したい時間帯 

  時から   時まで
 

２ 高学年（4～6 年生）になっても利用したい  利用したい時間帯 

  時から   時まで
 

  年生まで利用したい 

３ 利用していない 
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学童保育クラブについてうかがいます 

 

※ここからの設問は、５ページの「学童保育クラブについて」を参考にすべての方にうかがいます。 

 

問 20 学童保育クラブの開所日数について、あなたのお考えに最も近いものはどれですか。 

（○は１つ） 

１ 多いと思う 

２ 適切だと思う 

３ 少ないと思う 

（日曜日等も開所してほしい） 

※学童保育クラブの開所日は月曜日から土曜日です。夏休みや冬休みなどの長期休業期間も

開所しています。ただし、日曜日、祝日、及び年末年始はお休みです。 

 

問 21 平日（授業のある日）の学童保育クラブの開所時間について、あなたのお考えに最も近いも

のはどれですか。（○は１つ） 

１ 長いと思う ３ 短いと思う 

２ 適切だと思う （   時までが適切だと思う） 
 

 

問 22 学校休業日の学童保育クラブの開所時間について、あなたのお考えに最も近いものはどれ

ですか。（○は１つ） 

１ 長いと思う 

２ 適切だと思う 

３ 短いと思う 

（   時からが適切だと思う または   時までが適切だと思う）
 

※学童保育クラブの開所時間（朝や夕方に保育時間を延長した特別保育も実施しています） 

 

19時8時 8時30分 下校時 18時

授業のある日

学校休業日
(土曜日・夏休み等)

特別保育

特別保育

特別保育

通常保育

通常保育
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問 23 町田市の育成料（利用料金）について、あなたのお考えに最も近いものはどれですか。 

（○は１つ） 

１ 妥当だと思う（→問 24 へ進む）  

２ もっと安くても良い 

３ もっと高くても良い 

４ 低学年を高くしても良い 

５ 高学年を高くしても良い 

６ 所得に応じて負担する額を決めた方が良い 

７ 減額・免除の対象を広げた方が良い     （→問 24 へ進む）  

８ その他（               ） 

※学童保育クラブの利用料金は 1 人あたり月額 6,000 円です。特別保育（延長保育）を利

用する場合は、1 人日額 500 円（ただし、1 ヶ月 2,000 円を上限）が別にかかります。

また、おやつ代（月額 1,500 円から 2,000 円）が別に必要です。 

※以下の世帯は育成料が減額・免除になります。ただし、特別保育の利用料やおやつ代は対

象外です。 

・生活保護を受けている ················ 全額免除 

・市民税が非課税 ······················ 全額免除 

・市民税が均等割のみ課税されている ···· 半額に減額 

・同一世帯で 2 人以上入会している ······ ２人目以降半額に減額 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《問 23 で「２」～「５」とお答えの方にうかがいます》 

問 23-1 どのくらいの金額が妥当だと思いますか。 

月額（         円） 

その他（                               ） 

 

問 24 町田市の学童保育クラブに入会するための要件について、あなたのお考えに最も近いもの

はどれですか。（○は１つ） 

１ 適切だと思う（→問 25 へ進む）  

２ 厳しいと思う 

３ ゆるいと思う（→問 24-2 へ進む）  

 

※入会するためには保護者が以下の要件に該当している必要があります。 

①居宅外または居宅内の就労に従事している場合 

②保護者が就職に必要な技術等の習得を目的として通学している場合 

就労や授業の日数が日曜日を除く週 3 日以上もしくは月 12 日以上あり、かつ、帰宅

時間が 15 時 30 分を過ぎる必要があります（居宅内の場合、一日の就労時間が 5 時

間以上 が必 要です ）。 なお、 変則 勤務の 場合 は、就 労時 間が週 32 時間以 上 必 要 で す 。 

③負傷、疾病、障がい等により児童を適切に保護することができない場合 

④同居の家族を常時介護し、または看護しているため、児童を適切に保護することができ

ない場合 

2012年度の学童保育クラブ事業費の負担割合

18.03% 31.09% 50.88%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

保護者負担

国・都負担

市負担

 学 童 保 育 ク ラ ブ を 運 営 す る

経 費 は 、 保 護 者 か ら の 育 成

料 、 国 や 都 か ら の 補 助 金 、

町 田 市 の 支 出 に よ っ て ま か

なわれています。 

 保 護 者 の 負 担 割 合 は 、 事 業

費 全 体 の 約 18％ と な っ て

います。 
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《問 24 で「２」とお答えの方にうかがいます》 

問 24-1 厳しいと思う理由をお答えください。（○はいくつでも） 

１ 入会に必要な就労日数が多すぎると思う 

→（週  日以上が適切だと思う） 

２ 入会に必要な帰宅時間が遅すぎると思う 

→（   時   分以降が適切だと思う 

３ その他（                             ） 

【 次 は 問 25 へ 進 ん で く だ さ い 】  

 

《問 24 で「３」とお答えの方にうかがいます》 

問 24-2 ゆるいと思う理由をお答えください。（○はいくつでも） 

１ 入会に必要な就労日数が少なすぎると思う 

→（週  日以上が適切だと思う） 

２ 入会に必要な帰宅時間が早すぎると思う 

→（   時   分以降が適切だと思う 

３ その他（                             ） 
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［ここからの設問は、現 在、学童保育クラブを利用している方のみうかがいます。学童保育クラブを

利用していない方は問 33 にお進みください。］ 

 

問 25 あて名のお子さんの通っている学童保育クラブに配置されている指導員の数は十分だと思

いますか。（○は１つ） 

１ 適切に配置されていると思う 

２ 多いと思う 

３ 少ないと思う 

 

 

問 26 学童保育クラブで働く指導員に大切なことは何だと思いますか。（○は３つまで） 

１ 幼稚園や学校教諭などの資格を持っていること 

２ 子どもや保護者一人ひとりと信頼関係が結べること 

３ どの子どもに対しても公平な態度で接すること 

４ 子どもの安全や健康にしっかり気を配ること 

５ 子どもに生活習慣や社会性が身につくように指導できること 

６ 遊びや体験活動における特技を持っていること 

７ その他（                              ） 

 

問 27 あて名のお子さんが学童保育クラブで快適に過ごすために必要なことは何だと思いますか。 

（○は３つまで） 

１ 十分な広さの育成室 

２ 横になって休むことができるスペース 

３ 衛生的なトイレや手洗い場 

４ 豊富な図書や遊具 

５ 大勢の友だち 

６ その他（                              ） 

 

問 28 学童保育クラブの入会にあたっては、お子さんが通っている小学校の学区にあるクラブに通

うこととなっています。学区外のクラブに通わせたいと思いますか。（○は１つ） 

１ 通わせたい ２ 通わせたくない（→問 29 へ進む）  

 

《問 28 で「１」とお答えの方におたずねします》 

問 28-1 学区外のクラブに通わせたい理由は何ですか。（○は１つ） 

１ より自宅に近いクラブがあるから 

２ 保護者の通勤経路に通わせたいクラブがあるから 

３ 現在通っているクラブに不満があるから 

→不満な理由（                          ） 

４ その他（                             ） 

 

問 29 町田市では、学童保育クラブに入会するための要件はすべての家庭・児童で共通ですが、

あなたのお考えに最も近いものをお答えください。（○はいくつでも） 

１ 今のままで良い 

２ ひとり親家庭は要件がゆるくても良い 

３ 低学年を優先しても良い 

４ 祖父母等と同居している場合は、祖父母等に保護者と同等の要件を 

必要としても良い 

５ その他（                              ） 
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問 30 町田市では、学童保育クラブを利用することができる日数に制限を設けていませんが、あな

たのお考えに最も近いものをお答えください。（○は１つ） 

１ 子育てにともなう心理的及び肉体的負担の軽減のために、 

いつでも利用できる方が良い  

２ 利用料が月額なので、制限なく利用できる方が良い 

３ 保護者が休みの日は出席できないこととした方が良い 

４ その他（                              ） 

 

問 31 町田市では、毎年度定める受付期間内に申し込んだ方は、入会要件を満たしていれば誰で

も学 童 保育 クラブに入 会することが可能ですが、あなたのお考 えに最も近いものをお答えく

ださい。（○は１つ） 

１ 今のままで良い 

２ 期間までに仕事が決まらないこともあるので、 （→問 32 へ進む）  

受付期間後も必ず受け入れてほしい 

３ 人数が増えすぎると施設が狭くなり保育環境が悪化するので、 

定員を決めた方が良い 

４ 指導員の目が届かなくなることがあるので、定員を決めた方が良い 

５ その他（                   ）（→問 32 へ進む）  

※入会の受付期間は、入会する前年度の 1 月中旬に 1 週間程度設けています。 

 

《問 31 で「３」または「４」とお答えの方にうかがいます》 

問 31-1 具体的にどうすれば良いと思いますか。（○はいくつでも） 

１ 低学年を優先して決める 

２ 入会の必要度合いを点数にして決める 

３ 施設の大きさに合わせて入会できる人数を決める 

４ その他（                              ）

 

問 32 学童保育クラブにあったら助かるサービスは何だと思いますか。（○は３つまで） 

１ 学童保育クラブから自宅までの送迎 

２ 夜間や学校休業日の給食の提供 

３ 英語を始めとした学習サービス 

４ 医療機関との連携 

５ 一日単位のスポット利用 

６ その他（                               ）

 

 

 

※学童保育クラブに関する質問はここで終了です。  
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育児休業や短時間勤務制度など職場の両立支援制度についてうかがいます 

 
問33 あて名のお子さんが生まれた時、父母のいずれかもしくは双方が育児休業を取得しましたか。

「２ 取得した（取得中である）」場合は、取得期間をお答えください。また、「３ 取得していな

い」場合は、その理由を下表からあてはまるものを選び番号で（いくつでも）お答えください。 

母 親（○は１つ） 父 親（○は１つ） 

１ 働いていなかった 

２ 取得した（取得中である） 

→取得期間（   ）か月 

３ 取得していない 

 
 
 
 

１ 働いていなかった 

２ 取得した（取得中である） 

→取得期間（   ）か月 

３ 取得していない 

 
 
 
 

 
（いくつでも）    （いくつでも） 

１ 職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった 

２ 仕事が忙しかった 

３ （産休後に）仕事に早く復帰したかった 

４ 仕事に戻るのが難しそうだった 

５ 昇給・昇格などが遅れそうだった 

６ 収入減となり、経済的に苦しくなる 

７ 保育園などに預けることができた 

８ 配偶者が育児休業制度を利用した 

９ 配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもらえるなど、制度を利用する必要がなかった 

10 子育てや家事に専念するため退職した 

11 職場に育児休業の制度がなかった（就業規則に定めがなかった） 

12 有期雇用のため育児休業の取得要件を満たさなかった 

13 育児休業を取得できることを知らなかった 

14 産前産後の休暇（産前６週間、産後８週間）を取得できることを知らず、退職した 

15 その他（                               ）

そ の 理 由 を 下 か ら 番 号 を 選 ん で 記 入 そ の 理 由 を 下 か ら 番 号 を 選 ん で 記 入  

 

問 33-1 子どもが原則１歳になるまで育児休業給付が支給される仕組み、子どもが満３歳になる

までの育 児 休 業 等 の期 間 について、健 康 保 険 及 び厚 生 年 金 保 険 の保 険 料が免 除 に

なる仕組みがありますが、そのことをご存じでしたか。（○は１つ） 

１ 育児休業給付、保険料免除のいずれも知っていた 

２ 育児休業給付のみ知っていた 

３ 保険料免除のみ知っていた 

４ 育児休業給付、保険料免除のいずれも知らなかった 
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［問 33-2 は、問 33 で「２ 取得した（取得中である）」とお答えの方にうかがいます。該当しない方は

問 34 へお進みください。］ 

 

問 33-2 育児休業取得後、職場に復帰しましたか。 

母 親（○は１つ） 父 親（○は１つ） 

１ 育児休業取得後、職場に復帰した 

２ 現在も育児休業中である 

３ 育児休業中に退職した 

１ 育児休業取得後、職場に復帰した 

２ 現在も育児休業中である 

３ 育児休業中に退職した 

【 「 2」 と お 答 え の 方 は 問 33-8 へ 、 「 3」 と お 答 え の 方 は 問 34 へ そ れ ぞ れ 進 ん で く だ さ い 】 

 

《問 33-2 で「1」とお答えの方にうかがいます》 

問33-3 育 児 休 業から職 場に復 帰 したのは、年 度 初めの保 育 園 入 園に合わせたタイミングでし

たか。あるいはそれ以外でしたか。  

※年度初めでの認可保育園入園を希望して、１月～２月頃復帰して一時的に認可外保育施設

に入所した場合なども「1」にあてはまります。また、年度初めでの入園を希望して復帰したが、

実際には希望する保育園に入園できなかったという場合も「1」を選択してください。 

母 親（○は１つ） 父 親（○は１つ） 

１ 年度初めの入園に合わせた 

タイミングだった  

２ それ以外だった →（  ）月復帰

１ 年度初めの入園に合わせた 

タイミングだった  

２ それ以外だった →（  ）月復帰

 

問33-4 育児休業からは、「実際」にお子さんが何歳何か月のときに職場復帰しましたか。また、

勤務先の育児休業の制度の期間内で、何歳何か月のときまで取りたかったですか。さ

らに、勤務先に３歳まで休暇を取得できる制度があった場合、「希望」としてお子さんが

何歳何か月のときまで取りたかったですか。数字でご記入ください。 

 母 親  父 親 

①制度上の最大 
取得可能期間 

 歳  か月   歳  か月

②実際の取得期間 
 
 

歳  か月   歳  か月

③希望 
 
 

歳  か月   歳  か月

④会社の制度が３歳 
まであった場合 

 歳  か月   歳  か月

 
 

［問 33-5 は、問 33-4 で実際の取得期間と希望が異なる方にうかがいます］ 

 

問 33-5 希望の時期に職場復帰しなかった理由は何ですか。 

（１）「希望」より早く復帰した方 

母 親（○はいくつでも） 父 親（○はいくつでも） 

１ 希望する保育所に入るため 

２ 配偶者や家族の希望があったため 

３ 経済的な理由で早く復帰する 

必要があった 

４ 人事異動や業務の節目の時期に 

合わせるため 

５ その他（          ） 

１ 希望する保育所に入るため 

２ 配偶者や家族の希望があったため 

３ 経済的な理由で早く復帰する 

必要があった 

４ 人事異動や業務の節目の時期に 

合わせるため 

５ その他（          ） 
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（２）「希望」より遅く復帰した方 

母 親（○はいくつでも） 父 親（○はいくつでも） 

１ 希望する保育園に入れなかったため

２ 自分や子どもなどの体調が 

思わしくなかったため 

３ 配偶者や家族の希望があったため 

４ 職場の受け入れ態勢が整って 

いなかったため 

５ 子どもをみてくれる人が 

いなかったため 

６ その他（           ）

１ 希望する保育園に入れなかったため

２ 自分や子どもなどの体調が 

思わしくなかったため 

３ 配偶者や家族の希望があったため 

４ 職場の受け入れ態勢が整って 

いなかったため 

５ 子どもをみてくれる人が 

いなかったため 

６ その他（           ）

 

［問 33-6 は、問 33-2 で「１ 育児休業取得後、職場に復帰した」と回答した方にうかがいます］ 

 

問 33-6 育児休業からの職場復帰時には、短時間勤務制度を利用しましたか。 

母 親（○はいくつでも） 父 親（○はいくつでも） 

１ 利用する必要がなかった 

（フルタイムで働きたかった、もとも

と短時間勤務だった） 

２ 利用した 

３ 利用したかったが、利用しなかった

（利用できなかった） 

１ 利用する必要がなかった 

（フルタイムで働きたかった、もとも

と短時間勤務だった） 

２ 利用した 

３ 利用したかったが、利用しなかった

（利用できなかった） 

【 「 1」 ま た は 「 2」 と お 答 え の 方 は 問 34 へ 進 ん で く だ さ い 】  

 

《問 33-6 で「３」とお答えの方にうかがいます》 

問 33-7 短時間勤務制度を利用しなかった理由は何ですか。 

（１）母親（○はいくつでも） 

１ 職場に短時間勤務制度を取りにくい雰囲気があった 

２ 仕事が忙しかった 

３ 短時間勤務にすると給与が減額され、経済的に苦しくなる 

４ 短時間勤務にすると保育園の入園申請の優先順位が下がる 

５ 配偶者が育児休業制度や短時間勤務制度を利用した 

６ 配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもらえるなど、制度を利用する必要がなかった

７ 子育てや家事に専念するため退職した 

８ 職場に短時間勤務制度がなかった（就業規則に定めがなかった） 

９ 短時間勤務制度を利用できることを知らなかった 

10 その他（                              ）

（２）父親（○はいくつでも） 

１ 職場に短時間勤務制度を取りにくい雰囲気があった 

２ 仕事が忙しかった 

３ 短時間勤務にすると給与が減額され、経済的に苦しくなる 

４ 短時間勤務にすると保育園の入園申請の優先順位が下がる 

５ 配偶者が育児休業制度や短時間勤務制度を利用した 

６ 配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもらえるなど、制度を利用する必要がなかった

７ 子育てや家事に専念するため退職した 

８ 職場に短時間勤務制度がなかった（就業規則に定めがなかった） 

９ 短時間勤務制度を利用できることを知らなかった 

10 その他（                              ）
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［問 33-8 は、問 33-2 で「２ 現在も育児休業中である」とお答えの方にうかがいます］ 

 

問 33-8 あて名のお子さんが 1 歳になったときに必ず利用できる制度があれば、1 歳になるまで

育児休業を取得しますか。または、預けられる制度があっても 1 歳になる前に復帰しま

すか。 

母 親（○は１つ） 父 親（○は１つ） 

１ １歳になるまで育児休業を 

取得したい 

２ １歳になる前に復帰したい 

１ １歳になるまで育児休業を 

取得したい 

２ １歳になる前に復帰したい 

 

問34 最後に、教育・保育環境の充実など子育ての環境や支援に関してご意見がございましたら、

ご自由にご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査にご協力いただき誠にありがとうございました。 

 

記入もれがないかもう一度お確かめのうえ、同封の返信用封筒（切手は不要です）に入

れて、 ●月●日（○）までに お近くのポストに投函してください。 
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参考資料 

 
☆子どもセンター・子どもクラブ 

乳幼児とその保護者から 18 歳までの青少年を対象とした施設（児童館）で、子どもた

ちの遊び、成長、発達の拠点として様々な活動をしています。 

屋内活動の拠点となるプレイルームを始め、乳幼児室や図書コーナーなど目的に合わせ

た様々な部屋や、屋外広場などを有した施設です。子どもクラブは、子どもセンターの規

模を小さくしたものです。 

 

 子どもセンター ３館 子どもクラブ ２館 

開館時間 

10 時～２１時まで 

※保護者が付き添わない小学生は、

１８時まで 

10 時～１８時まで 

 

 

休館日 
火 曜 日 （ 火 曜 日 が 祝 日 の 場 合 は 翌

日）、祝日の翌日、年末年始 

日曜日、祝日、年末年始 

 

入館料 無料。ただし、イベントや事業により、参加費が必要なものもあります。

 

 

☆まちとも 
学校の校庭・体育館などを活用し、放課後等に安全・安心な子どもの自由な遊び場を提

供する事業です。２０１３年４月現在で、３９の小学校で実施されています。 

 
 
☆地域子ども教室 

地域住民が小学校等を活用して、子どもを対象としたスポーツ、文化その他の体験活動

を行う事業です。小学生の通学区域で実施することを原則としており、2013 年４月現在

で、１６地域、１７団体で実施されています。 
 

 

 

 

 

 


